
米
国
に
於
け
る
健
康
管
理
学
雑
感

健
康
管
理
学
助
教
授

　

守

　

田

　

則

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
と
な
る
ロ
ス

ア
ン
ゼ
ル
ス
の
一角
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ッ

ド
、
そ
こ
は
風
光
明
娼
な
し
か
も
最
も

治
安
の
よ
い
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
中
心
的
存
在
が
加
州
．州
立
大
学
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
校
（ｑ
Ｃ
ｒ
〉
）
で
あ

る
。
そ
こ
が
筆
者
の
一年
間
の
落
ち
着

き
先
で
あ
る
。
こ
の
一年
間
に
見
聞
し

実
際
に
仕
事
に
参
加
し
た
断
片
か
ら
若

干
の
米
国
の
健
康
管
理
論
を
さ
ぐ
っ
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
健
康
と
い
う
概
念

が
医
学
の
中
で
定
義
づ
け
ら
れ
て
行
く

様
に
な
っ
た
の
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
も

っ
て
最
初
と
す
る
と
言
わ
れ
て
は
い
る

が
、
概
念
と
し
て
で
な
く
、
現
象
と
し

て
健
康
と
い
う
も
の
は
人
間
の
歴
史
と

共
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た

言
葉
と
し
て
健
康
と
い
う
も
の
は
医
者

で
な
く
て
も
誰
も
が
一応
に
常
識
的
に

理
解
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
が
故
に
多

く
の
問
題
と
混
乱
を
招
来
す
る
。
ま
た

そ
の
意
味
で
は
健
康
と
い
う
事
は
個
人

個
人
が
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
中
に
お
い
て
健
康
と
は
何
か
を
実
感

今
、
米
国
で
も
健
康
の
問
題
は
ブ
ー
ム

で
あ
る
。
旨
絡
め８
口
に
あ
る
最
た

る
も
の
の
一
つ
が
健
康
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
健
康
と
は
何
か
と
い
う
議
論
は

な
か
な
か
唆
み
合
わ
な
い
。
よ
く
引
用

さ
れ
る
定
義
と
し
て
－ミ
ロ
○
の
提
唱

し
た
Ｒけ
の
Ｐ
浮
け
－の
か
のげＰ
［ゅ

　

Ｏ
Ｈ

ｎ
ｏ
き
け
お
［雫
ご
－

　

≦
①ロ
１け
の三
嶋
－

、ノ
・
と
い
う
言
葉
は
実
態
の
な
い
も
の

で
あ
り
、
℃
か
３
８
巴

日
の
Ｑ
Ｘ
旨
の

に
は
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
永

遠
の
真
理
を
言
い
当
て
て
い
る
も
の
で

は
あ
る
。
か
か
る
定
義
が
な
さ
れ
た
と

い
う
事
は
そ
の
背
景
と
し
て
健
康
は
実

態
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
つ
の
理
想
的
な
も
の
と
み
な
し
て
い

る
事
を
意
味
す
る
。
何
人
か
の
２
Ｈ国

や
ｄ
ｏ

Ｐ
の
臨
床
医
は
こ
の
定
義
は

行
政
的
な
定
義
で
あ
り
、
自
分
と
は
別

の
次
元
の
健
康
だ
と
道
破
す
る
人
も
い

る
。
し
か
し
我
々
健
康
管
理
屋
に
と
っ

て
、
こ
の
定
義
の
存
在
は
有
難
く
、
学

問
体
系
と
し
て
健
康
管
理
学
の
理
論
的

展
開
を
進
め
て
行
く
場
合
、
何
ら
か
の

し
つ
つ
生
き
つ
づ
け
て
い
る
が
故
に
、

ー権
威
あ
る
定
義
な
し
に
論
理
を
進
め
る

説
明
を
要
し
な
い
言
葉
で
も
あ
る
。
一事
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
健

康
管
理
そ
の
も
の
を
学
問
の
体
系
か

ら
は
み
出
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を

救
済
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
健

康
管
理
そ
の
も
の
が
健
康
管
理
学
と
し

て
の
体
系
に
向
い
前
進
し
得
る
可
能
性

を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
い
ま
だ
健
康
管

理
学
は
確
固
た
る
学
問
体
系
を
も
た
な

い
が
、
健
康
管
理
と
い
う
も
の
は
存
在

す
る
。
大
学
の
健
康
管
理
学
者
は
健
康

管
理
の
実
際
屋
を
笑
い
、
健
康
管
理
屋

は
ま
た
大
学
の
健
康
管
理
学
を
笑
う
。

こ
れ
は
日
本
で
も
多
少
似
か
よ
っ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
健
康
管
理
と
い
う
も
の

は
、
個
人
で
あ
れ
集
団
で
あ
れ
、
何
ら

か
の
健
康
上
の
問
題
を
解
消
し
て
い
く

た
め
の
過
程
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
技

術
の
体
系
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
活

動
の
総
称
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
検
診
活
動
や
ド
ッ
ク
活
動
そ
の

も
の
は
健
康
管
理
活
動
の
ア
ク
シ
ョ
ン

レ
ベ
ル
を
決
め
る
一
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ

ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
人
間
ド
ッ
ク
等
を
や
る
事
が
健
康

管
理
活
動
の
メ
イ
ン
で
な
い
事
は
直
ち

に
理
解
さ
れ
る
。

　

そ
れ
は
成
人
の
健
康
管
理
を
例
に
と

る
な
ら
ば
日
本
で
行
わ
れ
る
そ
れ
は
成

人
病
の
健
康
管
理
で
あ
り
、
こ
れ
は
ド

ッ
ク
等
の
検
診
を
主
体
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
成
人
の
健
康
管
理
と
は

い
さ
さ
か
次
元
を
異
に
す
る
。
成
人
病

の
健
康
管
理
に
際
し
て
は
、
検
診
と
事

後
措
置
に
て
一応
の
目
的
は
ゴ
ー
ル
に

到
達
す
る
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
て
い

る
。
一方
、
成
人
の
健
康
管
理
に
お
い

て
は
け
０
の詳
言
、の
け
の
ｍ
＃
け
Ｏ
Ｐ
ＨＯ

へ
の
流
れ
の
中
で
こ
れ
を
捉
え
て
行
く

必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
私
の
米
国
で
の
研
究
の
一
つ
の

テ
ー
マ
は
健
康
管
理
の
ニ
ュ
ー
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
の
開
発
と
い
う
事
で
あ
っ
た
の

で
若
干
そ
の
問
題
に
接
近
し
て
み
た

い
。
ま
ず
Ｚ
Ｈ国
等
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
健
康
指
標
を
考
え
て
行

く
上
で
、
背
景
要
因
と
し
て
国
の
経

済
事
情
、
文
化
レ
ベ
ル
等
の
要
因
が
健

康
指
標
の
価
値
を
変
え
て
し
ま
っ
た

と
い
う
認
識
に
立
っ
て
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
結
論
を

先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
健
康
指
標
と

し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
こ
れ
ま
で

の
各
種
の
統
計
指
標
は
そ
の
有
用
性
は

失
わ
れ
た
と
い
う
事
よ
り
、
健
康
指
標

の
新
し
い
指
標
の
検
索
が
行
わ
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
新
指
標
に
も
と
づ
く
健
康
評

価
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

健
康
指
標
は
、
死
亡
・出
生
・疾
病
現

象
や
、
身
長
、
体
重
測
定
に
み
ら
れ
る

形
態
的
変
化
等
を
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し

た
換
言
す
る
な
ら
ば
量
的
変
化
か
ら
捉

え
た
健
康
指
標
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ

な
り
に
役
割
を
果
し
た
し
、
開
発
途
上

国
に
お
い
て
は
今
尚
重
要
な
健
康
指
標

と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
米
国
で
は

必
要
で
な
く
な
っ
た
と
す
る
考
え
で
あ

る
。
即
ち
新
し
い
指
標
と
は
当
然
な
が

ら
量
か
ら
質
へ
の
指
標
に
変
り
、
こ
の

質
の
指
標
に
も
と
づ
き
健
康
を
捉
え
ん

と
す
る
動
き
で
あ
り
、
こ
の
事
は
、
健

康
も
時
代
と
と
も
に
、
そ
の
お
か
れ
た

環
境
と
と
も
に
変
動
す
る
も
の
で
あ
る

事
を
意
味
す
る
。
そ
の
場
合
、
ニ
ュ
ー

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
検
索
し
て
行
く
作
業

仮
設
と
し
て
、
健
康
と
い
う
も
の
を

一名
国
○
の
定
義
の
ご
と
く
観
念
的
に

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
個
人
を
対
象
と

し
て
医
学
的
側
面
か
ら
そ
の
健
康
を
成

分
に
分
析
し
て
い
く
作
業
が
必
要
と
な

る
。
か
か
る
観
点
か
ら
健
康
も
し
く
は

健
康
状
態
ー（け
）は
い
く
つ
か
の
成
分

に
分
析
可
能
で
あ
る
。
そ
の
成
分
と
し

て
大
き
く
、
形
態
的
要
因
、
機
能
的
要

因
、
遣
伝
的
要
因
、
精
神
的
要
因
、
行

動
的
要
因
、
等
に
分
解
す
る
事
が
出
来

る
。
こ
の
中
の
一つ
と
し
て
、
筆
者
は

機
能
的
要
因
と
遺
伝
的
要
因
の
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
を
追
究
す
る
仕
事
を
基
礎
研
究

の
テ
ー
マ
と
し
た
。
勿
論
こ
の
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
の
検
索
は
－（ゴー）の
成
分
で
あ

り
、
健
康
の
捉
え
方
は
ー（Ｈ〕ｒ）
の
総
体

と
み
る
事
が
前
提
で
あ
る
。
機
能
的
要

素
は
更
に
免
疫
能
、
代
謝
系
機
能
、
恒

常
性
維
持
能
等
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
検

索
を
行
っ
て
行
く
事
に
な
る
。
こ
れ
ら

の
機
能
系
が
良
好
な
状
態
で
な
い
限
り

焚
けｒ）
は
良
好
な
状
態
に
機
能
し
な
い

も
の
で
あ
り
、
三
十四
○

の
定
義
の
い

う
名
①ロ
１び
の旨
的
に
は
到
達
し
得
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
は
言
わ

れ
て
み
れ
ば
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
で
あ
る

が
、
そ
の
様
な
考
え
で
健
康
指
標
の
検

索
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
を
申
し
上
げ

た
か
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
ｄ
ｏ
＞
で

は
免
疫
異
常
を
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗

体
を
用
い
て
検
索
を
行
っ
た
。
二
四
〇

人
の
研
究
チ
ー
ム
の
指
導
者
の
一人
と

し
て
企
画
に
参
加
し
大
変
有
意
義
な
時

を
過
す
事
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
詳
細

は
し
か
る
べ
き
学
術
雑
誌
に
報
告
予
定

で
あ
る
。
２
日出
で
は
ゴ
①
①
浮
け
＠の「

く
行
の
部
門
で
、
潜
在
性
の
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
欠
乏
症
が
が
ん
の
発
生
と
い
か
な
る

か
か
わ
り
を
も
つ
か
の
研
究
を
お
手
伝

い
し
、
筆
者
の
場
合
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
そ
の

も
の
も
癌
の
予
防
や
健
康
パ
ラ
メ
ー
タ

ー
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
結
合

蛋
白
や
血
中
各
種
グ
リ
ーコ
プ
ロ
テ
イ
ン

の
動
的
変
動
が
健
康
度
の
評
価
に
意

義
が
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。
こ
の

２
Ｈ国
の
活
動
は
日
本
国
内
閣
総
理
大

臣
と
米
国
大
統
領
間
の
取
り
決
め
に
も

と
づ
き
企
画
さ
れ
た
ｄ
の
１ーＰ
ャ
Ｐ
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
℃
①
「Ｐ
口
々
の
の
けこ
Ｑ

の
プ
ロ
ジ

ェク
ト
と
し
て
日
本
か
ら
守
田
、
高
久

（史
）
（東
大
）、
武
藤
（敏
）
（阜
大
）、

高
橋
徹
（筑
久
波
大
）、
鈴
木
（栄
養

研
）
の
メ
ン
バ
ー
に
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
ｄ
ｏ

〉
に
席
を
置
く
か
た
わ

ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
０
０

に
出
向
き
な

さ
れ
た
研
究
で
あ
っ
た
。

最
後
に
一言
、
健
康
管
理
は

　

け

【け
①

　

℃
①ｏ
ｂ
お
－

　

ｏ
一
［け
の

　

け
の
０
，

け
お
ー
き
べ
什け
の
け
①
ｏ
ｏ
葛
で
あ
る
。

稿
を
終
る
に
あ
た
り
、
在
外
研
究
の

チ
ャ
ン
ス
を
お
与
え
下
さ
っ
た
西
園
目

久
前
学
部
長
並
び
に
医
学
部
教
授
会
に

感
謝
し
ま
す
。

　

第
十
回
例
会

日
時

　

昭
和
５９
年
１
月
３１
日
（火
）

午
後
３
時
５
時
２５
分

場
所

　

福
岡
大
学
医
学
部
臨
床
大
講
堂

講
演１

、
整
形
外
科
学
講
師

葉

　

山
泉

　

「肩
腿
板
損
傷
と
骨
軟
部
腫
癌

　

に
対
す
る
Ｃ
Ｔ
の
利
用
価
値
に

　

つ
い
て
の
臨
床
的
検
索
」

　　

司
会

　

高
岸
直
人
教
授

２
、
内
科
学
第
二
講
師

　　　　

中
島
与
志
行

　　
　
　
　
　　　
　
　　
　　

　

　
　

闘
こ
げ０
口
０
日ロ
ーｎ
ｂ
の「く
○
□
の

　　
　　　　　

　

　
　
　　　
　
　
　　　

０
ロ

　

ーロ

　

の
Ｈ
－－Ｏ
Ｑ
一綿
一く
，

熟
め
り
匝
立
命三
寸の
」

司
会

　

荒
川
親
矩
男
教
授

飯
田

　

雅
知

　

精
神
神
経
科

平
野

　

正
弘

　

佐
賀
大
内
科

福
田

　

敬
子

　

九
大
眼
科

藤
井

　

温

　

広
島
大
麻
酔
科

増
田

　

雄

　

外
科
第
二

松
嶋

　

顕
介

　

健
康
管
理
料

丸
田

　

癖
郎

　

脳
神
経
外
科

道
永

　

功

　

内
科
第
二

森
下

　

哲
哉

　

九
大
産
婦
人
科

安
元

　

和
彦

　

耳
鼻
咽
喉
科

矢
田

　

公
裕

　

小
児
科

柳

　　

宗
賢

　

泌
尿
器
科

柳
田

　

尚
穂

　

精
神
神
経
科

山
下

　

信
哉

　

整
形
外
科

山
田

　

輝
城

九
大
第
一外
科

山
之
内
良
雄

　

内
科
第
二

山
本

正
昭

　

脳
神
経
外
科

李

　　

古
福

外
科
第
一

安
部

博
史

　

内
科
第
一

荒
牧
登
美
子

　

眼
科

伊
崎
祐
介

　

眼
科

蒲
原
光
義

　

整
形
外
科

古
藤

　　

剛

外
科
第
一

津
田
知
宏

　

熊
大
第
二
内
科

時
枝

　

啓
子
小
児
科

友
安

　

敏
博

広
島
大
第

外
科

原

　　

画
彦

九
大
呼
吸
器
科

原

　

道
也

整
形
外
科

平
田

　

亮

内
科
第
二

平
山

　

祐
義
整
形
外
科

政
所
節
夫

　

外
科
第
二

諸
江

博
子

　

眼
科

山
崎

壮
一

　

外
科
第
一

横
尾
大
輔

　

泌
尿
器
科

吉
村

　

豊
暢
整
形
外
科

能…手

　

茂
彦
脳
神
経
外
科

小
泉

　　

明

　

九
大
小
児
科

昭
和
五
十
九
年
四
月
七
日
、
八
日
り
心

行
な
わ
れ
た
第
七
十
七
回
医
師
国
家
試

験
に
本
学
か
ら
百
五
十
八
名
が
受
験
、

百
二
十
四
名
が
合
格
し
た
。
合
格
率
は

七
十
八
・五
％
で
あ
っ
た
。

　

合
格
者
の
研
修
先
は
（福
大
病
院
研

修
生
は
科
名
の
み
）、

青
木

　

洋
介

　

佐
賀
医
大
内
科

秋
山

　　

大

　

外
科
第
一

浅
見

　

昭
彦
佐
賀
医
大
整
形
外
科

池
田

　

稔

泌
尿
器
科

池
永

　

英
恒
外
科
第
二

生
駒

　

季
隆

　

鹿
大
精
神
科

市
原
次
郎

　

産
婦
人
科

伊
東

　

博
己
泌
尿
器
科

稲
津

　

束
彦

　

日
大
一内
科

猪
口

　　

寛

久
留
米
大
一外
科

植
木
光
彦

　

内
科
第

上
田

　

浩

久
留
米
大
第
三
内
科

上
田
章
雄

　

整
形
外
科

宇
土

　　

巌

　

熊
大
泌
尿
器
科

運
天

　

立
馬

　

眼
科

大
河
原

　

泉

　

内
科
第
一

大
塚

　

吉
郎

　

外
科
第
一

岡
部
廉
直

　

九
大
第
一内
科

小
河
原

　

悟

内
科
第
二

小
川

　

健

　

健
康
管
理
料

柏
村

直
子

　

広
島
大
内
科

加
野

　

草
平

　

九
大
小
児
科

上
泉

　

洋

　

北
大
第
一外
科

岸

重
雄

　

健
康
管
理
科

木
藤

　

洋
一
小
児
科

金

　　

隣
史

広
島
大
原
医
研

熊
谷
浩
一郎

　

内
科
第
二

蔵
田

　

善
規

　

眼
科

栗
栖
景
子

　

産
婦
人
科

粟
田

隆
志

　

内
科
第
二

黒
木

　

重
晶

　

健
康
管
理
料

古
賀

　

学

　

内
科
第
二

小
沢

　

隣
昭

　

熊
大
麻
酔
科

近
藤

　

健
司

　

内
科
第

柴
田

　

郷
子

　

皮
膚
科

柴
田

　

昌
彦

　

小
児
科

清
水

　

正
彦
久
留
米
大
産
婦
人
科

下
野

　

健
治

　

鹿
児
島
大
第
一内
科

高
浜
純
子

　

健
康
管
理
科

竹
下

　

佐
和
小
児
科

田
代
英

郎

内
科
第
二

田
中

　

都
美

内
科
第

田
中

豊
子

　

佐
賀
大
整
形
外
科

田
中

裕
子

　

耳
鼻
咽
喉
科

知
念

　　

徹

　

健
康
管
理
科

鶴
田
雅
子

　

長
崎
大
第
内
科

冨
田

　

目
良

外
科
第
一

縄
田

　

純
彦

山
口
大
第
一外
科

西
山
千
枝
子

　

小
児
科

林
登
喜
子

　

内
科
第
二

原
田
啓
之

　

産
婦
人
科

ハ

　

イ

デ

三
カ
月
の
海
外
出
張
の
機
会
を
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
期
間
を
い

か
に
利
用
す
べ
き
か
迷
っ
た
が
、
結
局

か
つ
て
三
年
間
程
留
学
し
た
こ
と
の
あ

る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
生
理
学
教

室
で
過
ご
す
こ
と
に
き
め
、
出
来
れ
ば

他
の
大
学
を
も
視
察
し
た
い
と
い
う
希

望
を
も
っ
て
出
か
け
た
。
ド
イ
ツ
の
医

療
事
情
や
医
学
教
育
一般
に
関
し
て
は

既
に
何
度
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
回
は
私
が
見
聞
し
た
ご
く
日
常
的
な

事
柄
を
記
す
こ
と
で
ご
報
告
に
代
え
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
古
の
大
学
の
一つ
で
三
六
六
年

の
創
立
で
あ
る
か
ら
、
間
も
な
く
六
〇

〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
周
知

の
通
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
観
光
地
と

し
て
名
高
く
、
学
期
ご
と
に
大
勢
の
学

生
が
ド
イ
ツ
各
地
を
は
じ
め
各
国
か
ら

集
っ
て
く
る
文
字
通
り
の
大
学
町
で
あ

る
が
、
昔
日
に
劣
ら
ず
今
日
も
あ
ら
ゆ ル

　

ベ

　

ル

ク

ベ

　

ル
ク
再

遊

記

生
理
学
第
二
教
授

　

河

　

田

る
分
野
で
の
文
化
活
動
が
す
こ
ぶ
る
活

発
で
あ
る
。
ま
た
宗
教
改
革
縁
り
の
地

で
も
あ
り
（ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
信
仰
問

答
書
は
と
く
に
有
名
）
、
神
学
部
以
下

九
学
部
が
そ
の
輝
か
し
い
伝
統
を
誇
っ

て
い
る
。

　

最
近
、
大
学
改
革
に
よ
り
医
学
部
と

理
学
部
が
再
編
成
さ
れ
て
、
前
者
は
自

然
科
学
医
学
部
・理
論
医
学
部
・臨
床

医
学
部
１
・＝
お
よ
び
マ
ン
ハ
イ
ム
臨

床
医
学
部
の
五
学
部
に
、
後
者
は
数
学

・化
学
・薬
学
・物
理
ー
天
文
学
・生

物
学
・地
学
の
六
学
部
に
分
割
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
長
の
統
轄
下
に
独
自

性
を
与
え
ら
れ
て
機
能
し
て
い
る
。
ま

た
こ
の
両
学
部
に
関
し
て
は
、
．０
年

程
前
に
市
の
中
心
部
か
ら
ネ
カ
ー
河
対

岸
の
郊
外
に
大
規
模
な
移
転
が
行
な
わ

れ
、
現
在
こ
の
広
大
な
地
域
に
多
数
の

ビ
ル
が
林
立
し
、
一大
研
究
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
つ
つ
あ
る
。
臨
床
系
で
も
基

礎
研
究
部
門
は
す
で
に
こ
こ
に
入
っ
て

い
る
し
、
と
く
に
基
礎
医
学
・薬
学
・

生
物
学
・
化
学
・数
学
な
ど
は
す
べ
て

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
収
ま
っ
て
お
り
、

し
か
も
関
連
分
野
で
互
い
に
連
携
が
と

れ
易
い
よ
う
に
建
築
上
の
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
癖
研
究
セ
ン
タ
ー

や
マ
ッ
ク
ス
・プ
ラ
ン
ク
研
究
所
も
み

な
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
て
、
理
想

的
な
研
究
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

今
回
私
が
世
話
に
な
った
生
理
学
教
室

は
こ
の
う
ち
の
三
二
六
号
と
い
う
六
階

建
て
の
ビ
ル
に
あ
る
が
、
生
理
学
の
研

究
室
だ
け
で
四
ご
六
の
三
階
分
を
占
め

て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
大
講
義
室
が
一

階
に
、
完
備
さ
れ
た
一五
室
程
の
生
理

学
実
習
室
が
二
階
に
あ
る
と
い
っ
た
具

合
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
今
も
旧
市
街

に
残
っ
て
い
る
昔
の
教
室
が
茶
褐
色
三

階
の
古
風
な
石
造
り
で
趣
に
富
む
の
に

比
べ
る
と
、
現
在
の
灰
色
コ
ン
ク
リ
造

り
の
も
の
は
機
能
的
で
は
あ
る
が
、
い

か
に
も
美
観
に
欠
け
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

さ
て
短
い
滞
在
期
間
中
、
旧
友
ケ
ル

ン
教
授
と

緒
に
心
筋
の
電
気
生
理
学

の
実
験
に
従
事
し
た
が
、
同
氏
は
夏
期

休
暇
の
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

休
ま
ず
に
頑
張
っ
て
い
た
。
旧
師
で
前

主
任
の
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
教
授
も
健
在

で
、
立
派
な
名
誉
教
授
室
へ
週
に
何
回

か
出
て
こ
ら
れ
著
述
に
余
念
が
な
か
っ

た
。
こ
こ
の
教
室
は
伝
統
的
に
広
い
分

野
の
研
究
を
手
が
け
て
お
り
、
ス
タ
ッ

フ
も
甚
だ
多
い
。
以
前
は
単

の
大
教

室
だ
っ－た
が
現
在
は
二
講
座
に
分
か
れ

て
い
て
、
循
環
反
射
の
ゼ
ラ
１
教
授
が

生
理
、
平
滑
筋
の
リ
ュ
エ
ッ
グ
教
授

が
二
生
理
を
主
宰
し
て
お
り
、
一生
理

三
九
名
・二
生
理
三
三
名
の
大
所
帯
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
や
廊
下
に

は
所
狭
し
と
パ
ネ
ル
が
貼
っ
て
あ
り
、

自
分
達
の
研
究
成
果
を
誇
ら
し
げ
に
掲

げ
て
同
僚
や
来
訪
者
と
議
論
を
交
わ
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

滞
在
期
間
の
関
係
で
、
今
回
学
生
生

活
に
あ
ま
り
接
す
る
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
辛
う
じ
て
生
理
学
の
実
習
風
景
を

垣
間
見
る
こ
と
は
出
来
た
。
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
各
テ
ー
マ
を
巡
回
す
る

や
り
方
は
以
前
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

他
方
、
数
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

新
し
い
試
験
制
度
（基
礎
医
学
の
修
了

認
定
に
国
家
試
験
が
課
せ
ら
れ
る
）
の

煽
り
を
受
け
て
か
、
学
生
教
育
に
ス
タ

ッ
フ
が
相
当
な
時
間
を
割
か
れ
て
い
る

様
子
で
あ
っ
た
。
生
理
学
で
は
大
講
堂

で
の
講
義
の
ほ
か
に
、
教
授
・講
師
級

の
人
が

定
小
人
数
の
学
生
を
受
け
持

ち
グ
ル
ー
プ
・セ
ミ
ナ
ー
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
実
力
向
上
を
目
指
す
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
現
今
は
試
験
が
も
っ
ぱ
ら
マ
ル

チ
プ
ル
・チ
ョ
イ
ス
方
式
で
行
な
わ
れ

る
た
め
、
学
生
の
悪
考
能
力
が
最
近
頓

に
低
下
し
て
き
た
と
嘆
く
人
も
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
合
間
を
み
て
ザ
ー
ル
大

学
の
ト
ラ
ウ
ト
ワ
イ
ン
教
授
（ケ
ル
ン

氏
と
組
ん
で
心
筋
の
膜
電
位
固
定
に
初

め
て
成
功
し
た
人
で
、
先
年
福
大
を
訪

れ
て
く
れ
た
）、
ボ
ン
の
‐ハ
ー
ス
教
授
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
ｒの
コ
ー
ル
ハ
ル
ト
教

授
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ド
ウ
ー
デ
ル
教
授
、

ロ
ン
ド
ン
の
ミ
レ
デ
ィ
ー
教
授
な
ど
の

研
究
室
を
訪
れ
、
活
気
に
満
ち
た
仕
事

ぶ
り
に
接
し
て
啓
発
さ
れ
得
た
こ
と
は

幸
い
で
あ
っ
た
。

第
七
十
七
回

　

医
師
国
家
試
験
合
格
者

下
永
吉
耕

　

整
形
外
科

新
保

　

友
貴

　

精
神
神
経
科

屋
千

　

浄
水

　

内
科
第
一

松
村

　

健

　

麻
酔
科

森

　

尚
一郎

　

内
科
第
一

秋
吉

　

恵
介

　

内
科
第
一

向
坂
彰
二
郎

　

久
留
米
大
整
形
外
科

松
岡

　

癖
富

内
科
第

安
藤

　

三
英

　

九
大
救
急
部

荒
木
義
雄

　

整
形
外
科

小
野

　

研
治
麻
酔
科

石
橋

　

守
興

内
科
第
一

大
田

守
雄

　

外
科
第
二

児
玉

　

芳
知
宮
崎
医
大
眼
科

佐
藤
雅
子

　

産
婦
人
科

津
田

　

純
邸

　

内
料
第

豊
村

　　

操

　

健
康
管
理
料

椛

　

教
次

　

泌
尿
器
科

鈴
木
由
美
子

　

放
射
線
科

中
邑

　

大
献

　

内
科
第
二

溝
口

　

幹
期

　

病
理
部

矢
野

　　

淳

　

内
科
第
二

渡
辺

　　

宏

鹿
児
島
市
立
病
院
脳

　　　　

外
科

高
嶋

　

研
介

　

整
形
外
科

禰
富

　

泉

　

皮
膚
科
研
究
生

尾
上

　

敏
博

　

整
形
外
科

田
野

　

茂
樹

　

眼
科

市
岡

　

敏
幸

　

皮
膚
科

岩
永

　

嘉
明

　

産
婦
人
科

牛
嶋

　

春
生

　

産
婦
人
科

中
村

　

英
助

　

整
形
外
科

水
戸

　

正
樹

　

精
神
神
経
科

森
本

　

健
司

　

健
康
管
理
科

友
清

　

哲

　

整
形
外
科

白
水

　

茂
輝

　

内
科
第
一

満
水

　

勉
久
留
米
大
外
科
第
二

福
岡
大
学
医
学
会
例
会
の
報
告

３
、
外
科
学
第
一
（現
、
浜
の
町
病

　　

院
外
科
）

　

「胆
嚢
上
皮
化
生
の
臨
床
病
理

　

学
的
研
究
」

　　

司
会

　

菊
池
昌
弘
教
授

特
別
講
演

１
、
放
射
線
科
学
助
教
授

　　　　　　　

後
藤
勝
弥

　

「高
齢
者
に
お
け
る
、
び
ま
ん

　

性
の
白
質
病
変
に
つ
い
て
１
１
ー

　

切
言
リ
ミ
ゅ
口
ぬ
の

病
か
ー
ー
」

　　

司
会

　

小
野

　

庸
教
授

２
、
生
化
学
第
一教
授

　　　　　　　

松
岡
雄
治

　

－ｄ
悶
＞
の
免
疫
化
学
的
研
究
」

　　

司
会

　

池
原
征
夫
教
授

昭和５９年８月１日

第

福岡大学医学会
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医
潮
時
区
学

　

識

南

医

　

編

　
　

　

　

市

大

　

福

岡

　

岡
福
福
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昭和５９年８月１日

　

昭
和
五
十
八
年
十
月
以
降
本
学
へ
赴
任
、
ま
た
は
昇
格
さ
れ
た
助
教
授
、
講
師
の
方
に
自
己

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

精
神
医
学
助
教
授啓

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

そ
の
後
九
大
に
残
り
、
昭
和
四
十
八
年

四
月
に
福
大
に
や
２
き
た
。

度
も

大
学
を
離
れ
た
こ
と
が
な
い
。

研
究
の
方
も
、
思
春
期
精
神
医
学
三

昧
。
と
に
か
く
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

ば
か
り
や
っ
て
き
た
。
今
に
な
っ
て
、

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
や
っ
と
気
が
つ

い
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
西
園
国
久
教

授
を
ボ
ス
に
一番
若
い
私
を
含
め
七
人

の
侍
が
、
福
大
に
や
っ
て
き
て
か
ら
、

は
や
十
一年
た
つ
。
そ
の
間
、
ず
い
ぶ

ん
大
学
で
の
私
の
立
場
も
変
化
し
た
。

学
外
で
も
、
思
春
期
精
神
医
学
を
中

心
に
、
学
校
精
神
衛
生
、
公
共
機
関
で

の
ス
ー
パ
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
な

ど
地
域
精
神
医
療
活
動
は
次
第
に
忙
し

く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
思
春

期
精
神
医
学
の
他
に
も
積
極
的
に
手
を

の
ば
し
て
み
た
い
。

最
近
は
、
精
神
科
入
局
者
も
ず
い
ぶ

ん
と
増
え
て
き
た
。
研
修
医
の
卒
後
教

育
も
忙
し
く
な
っ
た
。
思
春
期
精
神
医

学
を
さ
ら
に
き
わ
め
る
こ
と
は
勿
論
の

こ
と
だ
が
、
他
に
も
や
る
こ
と
が
増
え

て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
仕
事
を
や
っ
て
い
る

と
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
体
験
を

色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
私
が
医
学
部

を
卒
業
し
た
時
は
、
医
局
奪
争
が
ま
だ

お
さ
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
診
療
の
ボ

イ
コ
ッ
ト
は
行
な
わ
れ
て
い
る
上
に
、

診
療
や
研
究
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
ら
れ

る
医
局
内
で
の
縦
の
つ
な
が
り
は
な
か

っ
た
。
当
時
、
研
究
会
を
求
め
て
国
立

小
倉
病
院
ま
で
毎
週
車
を
と
ば
し
て
通

っ
て
い
た
。
診
療
の
方
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
ス
ト
破
り
を
し
て
患
者
の
治

療
を
や
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
で

は
、
卒
後
教
育
が
充
実
し
て
き
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
の
研
修
医
は
縦
の

つ
な
が
り
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
が
お
び

た
だ
し
い
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
が
、
彼

ら
に
分
か
っ
て
も
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ

昭
和
四
十
三
年
九
大
医
学
部
卒
業
、

う
か
と
懸
念
す
る
。

　

現
在
で
は
立
場
が
か
わ
っ
て
、
若
い

研
修
医
と
の
縦
の
つ
な
が
り
の
中
で
彼

ら
の
心
を
つ
か
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼

ら
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
医
者
と
し
て

の
誇
り
と
自
負
心
に
結
び
つ
け
て
あ
げ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
、
私
も
年
を
と
っ
た
も
の
だ
と

思
う
。
ス
ト
破
り
を
し
て
診
療
を
続
け

た
私
は
、
医
局
奪
争
の
お
さ
ま
り
か
け

た
頃
、
青
医
連
の
連
中
か
ら
自
己
批
判

と
総
括
を
求
め
ら
れ
た
。
勿
論
、
へ
つ

ら
っ
た
返
答
な
ど
や
ら
な
か
っ
た
が
、

今
で
は
そ
れ
も
良
き
想
い
出
と
な
っ
て

る
。

　

若
い
頃
か
ら
変
ら
な
い
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
テ
ニ
ス
の
腕
前
で
あ
る
。

テ
ニ
ス
は
大
学
に
入
学
し
て
半
年
ほ
ど

し
て
か
ら
始
め
た
。当
時
、テ
ニ
ス
部
に

は
上
手
な
人
ば
か
り
い
た
。
だ
か
ら
、

対
外
試
合
に
は
関
係
な
く
、
楽
し
む
だ

け
で
よ
か
っ
た
。
腕
前
が
上
達
す
る
必

要
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｍ
３
の

時
、
九
大
病
院
の
若
い
医
者
か
ら
〃慢

性
胃
炎
だ
か
ら
休
学
し
て
静
養
し
た
ま

え
″
と
診
断
を
下
さ
れ
た
時
、
二
年
間

テ
ニ
ス
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
尿
の
異
常
所
見
は
、
遊
走
腎

の
た
め
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
体
重
が
五
十
三
キ
ロ
し
か
な

く
や
せ
て
い
た
。
体
力
づ
く
り
も
か
ね

て
再
び
Ｍ
４
の
夏
か
ら
テ
ニ
ス
を
は
じ

め
た
。
そ
の
お
か
げ
で
体
重
が
十
キ
ロ

以
上
増
え
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
私
と

テ
ニ
ス
は
上
手
下
手
は
ぬ
き
に
し
て
、

切
り
離
せ
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
に
は
ど
う
も
欲
が
な

さ
す
ぎ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
。
学
問
で

も
趣
味
の
テ
ニ
ス
で
も
（？
）
も
っ
と

上
達
す
る
は
ず
と
患
う
。
少
し
新
し
い

生
き
方
に
切
り
替
え
ね
ば
と
思
っ
て
い

る
昨
今
で
あ
る
。

　

外
科
学
第

助
教
授

　　　　

Ｍ池
田

嬉
遊
洋

出
生
地
は
、
雲
仙
の
髭
、
島
原
市
で

す
。
昭
和
三
十
八
年
九
大
医
学
部
卒
。

学
生
時
代
は
全
学
の
テ
ニ
ス
部
に
所
属

し
、
テ
ニ
ス
の
練
習
と
試
合
に
明
け
暮

れ
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
悠
長
な
時

代
で
し
た
。
当
時
、
対
抗
戦
で
通
っ
た

福
岡
大
学
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
葦
の

茂
っ
た
池
の
側
に
並
ん
で
四

五
面
あ

り
、
現
在
の
ど
の
辺
り
で
あ
っ
た
の
か

想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。

　

Ｒ
Ｉ
セ
ン
タ
１
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
た
高
木
氏
と
は
ロ
ビ
ン
グ
の
粘

り
合
い
こ
で
、
三

五
時
間
の
試
合
を

何
度
か
し
た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
ま

す
。
私
の
テ
ニ
ス
は
、
足
で
拾
い
ま
く

り
相
手
が
ネ
ッ
ト
へ
出
て
き
た
ら
パ
ッ

シ
ン
グ
と
い
う
守
り
の
テ
ニ
ス
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
・ネ
ッ
ト
プ
レ
イ
が
不
得
手

な
た
め
攻
撃
力
に
欠
け
ま
す
。
し
か
し

団
体
戦
で
は
全
国
大
学
王
座
決
定
戦
ー

九
州
・中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
五
年
連
続
優

勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。
個
人
戦
の
主
な

戦
績
を
あ
げ
ま
す
と
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は

パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
昭
和
三
十
七
年

度
九
州
学
生
選
手
権
・複
で
、
春
秋
の

二
度
優
勝
し
ま
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で

は
、
九
州
学
生
・
一般
も
含
め
た
全
九

州
選
手
権
と
も
に
準
々
決
勝
（八
）
止

ま
り
で
し
た
。
全
Ｈ
本
学
生
選
手
権
で

は
．
・
二
回
戦
を
勝
ち
（ヨ
ニ
）
、
も

う
一
つ
勝
つ
と
全
日
本
（
一般
）
へ
の

出
場
権
を
得
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
残
念

な
が
ら
敗
れ
ま
し
た
。
大
学
か
ら
始
め

た
テ
ニ
ス
と
私
の
体
力
を
思
え
ば
、
こ

の
あ
た
り
が
順
当
で
し
ょ
う
。
負
け
て

も
痛
快
だ
っ
た
試
合
が
一
つ
あ
り
ま

す
。
山
口
国
体
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
長
崎
県
（本
籍
地
）
選
手
と
し

て
出
場
し
強
豪
の
兵
庫
県
が
相
手
で
し

た
。
シ
ン
グ
ル
ス
の
相
手
は
デ
杯
選
手

の
渡
辺
康
二
で
す
。
こ
ち
ら
は
負
け
て

元
々
の
び
の
び
プ
レ
イ
し
、
私
の
パ
ッ

シ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
が
ネ
ッ
ト
へ
出
た
彼

の
右
左
を
面
白
い
よ
う
に
抜
け
て
い
き

ま
し
た
。
他
の
コ
ー
ト
を
応
援
し
て
い

た
観
客
も
、試
合
が
長
引
く
に
つ
れ
、我

々
の
後
ろ
の
席
の
ほ
う
へ
と
ぞ
ろ
ぞ
ろ

移
動
し
て
き
ま
し
た
。
セ
カ
ン
ド
セ
ッ

ト
の
終
盤
、
つ
い
に
彼
は
ネ
ッ
ト
へ
出

て
こ
な
く
な
り
、
ペ
ー
ス
を
変
え
る
た

め
に
ド
ラ
イ
ブ
の
ロ
ン
グ
を
上
げ
出
し

ま
し
た
。
今
度
は
こ
ち
う
に
攻
め
の
な

い
悲
し
さ
、
ミ
ス
が
出
は
じ
め
よ
う
や

く
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
ス

コ
ア
は
、６
１
８
、７
１
９
。
ゲ
ー
ム
数

に
し
て
三
〇
ゲ
ー
ム
、
二
時
間
半
以
上

の
試
合
で
し
た
。
デ
杯
選
手
に
ロ
ビ
ン

グ
を
上
げ
さ
し
た
者
は
そ
ん
な
に
い
る

ま
い
と
い
う
の
が
、私
の
自
慢
話
で
す
。

　

昭
和
三
十
九
年
に
九
大
第
一外
科
に

入
局
し
、
三
宅
教
授
、
西
村
教
授
、
梶

谷
先
生
（癌
研
外
科
）、中
山
教
授
の
下

で
学
び
臨
床
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
四
十
二
年
に
癌
研
外
科
に
出
向
し
、

四
年
間
、
勝
手
の
違
う
と
こ
ろ
で
仕
事

し
、
か
つ
外
か
ら
母
教
室
を
見
る
機
会

を
も
て
た
こ
と
は
、
私
に
と
三
Ｌ
い

い
経
験
だ
っ
た
と
恩
い
ま
す
。
五
年
前

よ
り
医
療
短
大
部
所
属
と
な
り
、
講
義

や
会
議
と

外
科
で
の
臨
床
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
癌
研
で
十
二
指
腸
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
（麻
・胆
鋳
造
影
）

開
発
の
お
手
伝
い
を
し
た
関
係
上
、
内

視
鏡
を
用
い
て
の
治
療
（乳
頭
切
開
に

よ
る
胆
管
結
石
除
去
）
や
麻
・胆
道
の

精
査
な
ど
を
共
同
研
究
者
と
共
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
一方
、
手
術
の
ほ
う

は
、
消
化
器
癌
や
胆
隣
疾
患
を
主
体
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
二
千
数
年
前
に
青
春
の

汗
を
流
し
た
七
隈
の
地
で
、
志
村
教
授

の
下
、
再
び
残
り
乏
し
い
情
熱
を
燃
や

し
て
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

　

病
院
病
理
部
講
師

　　　　

村
山

　　

寛

　

昭
和
二
十
三
年
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
に
博
多
で
生
れ
、
幼
い
頃
一時
島

原
で
遇
し
た
以
外
は
地
元
福
岡
に
定
住

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

市
内
の
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
昭
和
四

十
八
年
に
九
大
医
学
部
を
卒
業
し
、
内

科
の
研
修
医
を
終
え
、
昭
和
五
十
年
に

本
学
病
理
学
教
室
に
赴
任
し
ま
し
た
。

当
時
は
内
科
学
の
理
解
の
一助
に
と
、

ほ
ん
の
腰
掛
の
気
持
ち
で
臨
床
病
理
学

を
か
じ
る
つ
も
り
が
、
今
年
で
丸
九
年

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
医
学
部
で
は
古
参
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
各
位
の
ご
尽
力
の
御

蔭
で
、
赴
任
当
時
の
閑
散
と
し
た
面
影

を
か
き
消
す
か
の
よ
う
な
、
医
学
部
の

変
貌
、
充
実
ぶ
り
を
眼
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

病
理
医
は
人
体
の
如
何
な
る
部
位
か

ら
採
取
さ
れ
た
検
体
に
つ
い
て
も
、
正

確
な
病
理
組
織
診
断
を
行
え
る
よ
う
に

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
通
常
こ
の
よ

う
な
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
に
は
か
な
り

の
年
数
と
経
験
が
必
要
で
す
。
私
も
菊

池
教
授
の
寛
容
な
御
配
慮
で
最
終
診
断

を
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
判
然
と
し

な
い
症
例
や
未
経
験
の
疾
患
に
で
く
わ

す
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
、
少
々
身
に
余

る
思
い
が
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
早
く

一人
前
の
病
理
医
と
し
て
胸
を
張
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
と
い
考
え
て

い
ま
す
。

　

研
究
の方
は
消
化
管
の
病
理
組
織
学

的
検
討
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
研

究
と
い
っ
て
も
病
理
部
の
仕
事
の
延
長

上
に
あ
り
、
そ
の
大
半
は
消
化
管
手
術

症
例
の
切
り
出
し
、
診
断
、
記
録
の
整

理
と
い
っ
た
地
道
な
も
の
で
、
す
ぐ
に

成
果
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
仕
事
は
臨
床
か
ら
の
要
請
も

あ
っ
て
、
故
今
井
環
先
生
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
お
手
伝
い

を
六
年
間
す
る
過
程
で
知
ら
ず
識
ら
ず

身
に
つ
い
た
も
の
が
、
今
日
の
私
の
消

化
管
病
理
学
の
基
礎
を
成
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
こ
の
頃
は
教
室
員
が
少
数

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
異
な
る
タ
イ
プ

の
菊
池
、
今
井
両
教
授
の
親
身
な
御
指

導
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
だ
け
で
も
福
大

に
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る

次
第
で
す
。
研
究
は
教
育
、
診
療
の
充

実
、
レ
ベ
ル
向
上
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
の

で
、
日
常
業
務
の
あ
い
間
を
ぬ
っ
て
で

き
る
限
り
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

趣
味
と
い
え
る
も
の
は
と
り
た
て
て

な
く
、
休
日
は
音
楽
を
聴
い
た
り
、
ハ

イ
キ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
雑
誌
等
で
過

し
て
い
ま
す
。
広
大
な
自
然
の
中
で
の

ん
び
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
毎
年
の
‐

よ
う
に
九
重
・阿
蘇
へ
出
か
け
て
い
ま

す
′。

　

内
科
学
第

一
講
師

　

出
身
は
大
阪
府
高
槻
市
で
す
。
高
槻

は
最
近
で
は
大
阪
と
京
都
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
な
り
、
人
家
が
密
集
し
て
ま
す

が
、
子
供
の
頃
は
田
舎
町
で
あ
り
、
小

学
校
の
遠
足
で
は
毎
年
近
く
の
山
へ
兎

狩
り
に
行
っ
た
の
を
億
え
て
い
ま
す
。

高
槻
高
校
か
ら
京
大
薬
学
部
へ
。
学
生

時
代
は
剣
道
部
に
在
籍
し
、
毎
日
汗
を

流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
大
学
院
在

学
中
に
自
分
の
頭
が
化
学
に
不
向
き
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
臨
床
医
に
な
ろ

う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
編

入
試
験
が
あ
っ
た
の
が
九
大
だ
け
で
し

た
の
で
、
昭
和
四
十
四
年
修
士
課
程
卒

業
と
同
時
に
九
大
医
学
部
に
編
入
し
ま

し
た
。
九
州
は
全
く
縁
も
ゆ
か
り
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
む
に
つ
れ
て

福
岡
が
非
常
に
気
に
入
り
、
第
二
の
故

郷
と
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
九
大
卒
業
後
、
尾
前

照
雄
教
授
（現
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ

ー
病
院
長
）
の
第
二
内
科
へ
入
局
し
ま

し
た
。
二
年
間
の
研
修
医
生
活
の
後
、

研
究
室
分
属
に
あ
た
っ
て
、
同
期
生
六

名
中
、
私
を
含
め
て
五
名
が
八
尾
恒

良
先
生
（現
本
学
第
一内
科
助
教
授
）

が
主
任
を
さ
れ
て
い
た
消
化
器
研
究
室

を
希
望
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教
室

全
体
か
ら
み
る
と
かけ
ｂ
ｏ
白
巴
な

配
分
と
な
り
、
種
々
の
経
過
を
へ
て
私

が
二
年
間
久
山
研
究
室
（脳
・心
血
管

障
害
の
疫
学
研
究
で
御
存
知
の
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
）
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
尾
前
教
授
か

ら
血
清
尿
酸
値
の
臨
床
疫
学
的
意
義
に

つ
い
て
と
い
う
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
、

論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
後
、
希
望
通
り
消
化
器
研

究
室
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
八
尾
先

生
、
先
生
福
大
移
転
後
は
測
上
忠
彦
先

生
（現
松
山
日
赤
胃
腸
セ
ン
タ
ー
所

長
）
か
ら
消
化
器
病
の
診
断
学
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
つ
の
教
室
内

で
久
山
町
研
究
室
と
消
化
器
病
研
究
室

と
い
う
全
く
異
な
る
分
野
の
二
つ
の
研

究
室
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
経
験
出
来
た

こ
と
を
心
よ
り
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

卒
後
十
年
た
っ
た
昭
和
五
十
八
年
六

月
よ
り
緑
あ
っ
て
本
学
内
科
学
第
一

（奥
村
拘
教
授
）
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
一年
。
現
在
、
胃
濃

癌
と
ク
ロ
ー
ン
病
の
臨
床
に
つ
い
て
勉

強
中
で
す
が
、
こ
こ
は
非
常
に
自
由
な

雰
囲
気
の
も
と
で
仕
事
が
や
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
消
化
器
病
診
断
学
を

学
び
つ
つ
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
怒
って
い
ま
す
。

　

趣
味
は
将
棋
、
読
書
（主
に
歴
史
、

宗
教
関
係
）
旅
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
野
球

ゴ
ル
フ
、
大
相
撲
観
戦
（北
の
湖
敏
満

開
の
フ
ァ
ン
）
、
飲
酒
な
ど
で
す
。

　

内
科
学
第
一
講
師

　　　　

小
二野

　

順
子

私
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
九
大
医
学

部
を
卒
業
し
ま
し
た
。
大
学
紛
争
の
頃

で
、
私
共
も
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み

自
主
研
修
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ン
廃
止
と
な
り
定
員
制
が
導
入
さ

れ
、
大
学
に
席
は
な
く
ー
ーそ
れ
ぞ
れ

の
場
所
を
求
め
て
散
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。
私
は
何
と
な
く
内
科
を
希
望
し
、

九
大
病
院
で
の
ロ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
あ

と
、
北
大
二
内
科
、
つ
い
で
浜
の
町
病

院
に
勤
め
ま
し
た
が
、北
大
、浜
の
町
病

院
で
の
ラ
ｆイ
タ
ー
の
先
生
が
い
ず
れ
も

糖
尿
病
を
専
門
と
し
て
お
ら
れ
、
自
然

に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
学
で
の
生
活
も
し
て
み

た
く
、
九
大
一内
科
の
柳
瀬
教
授
を
お

た
づ
ね
し
た
の
は
四
十
七
年
、
ま
だ
医

局
の
体
制
が
落
ち
着
い
て
い
な
い
時
期

で
し
た
。
あ
と
で
教
授
が
ー
ー
何
を
い

っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

大
学
の
研
究
生
活
に
憧
れ
て
い
る
ら
し

い
１
１
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
、
ま
あ
そ

の
程
度
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

半
年
程
し
て
、
た
ま
た
ま
一内
科
で

の
研
究
生
募
集
を
聞
い
て
出
か
け
て
い

き
、
当
時
の
医
局
長
よ
り
ー
ー
今
回
の

は
研
空
室
に
入
る
人
の
募
集
で
あ
っ
て

臨
床
研
修
医
で
は
な
い
ー
ー
と
念
を
お

き
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
お
り
、

さ
ぞ
か
し
危
な
っ
か
し
か
っ
た
の
だ
ろ

う
と
苦
笑
し
て
お
り
ま
す
。

四
十
八
年
、
組
織
培
養
の
何
た
る
か

も
知
ら
ず
、
ど
う
も
腫
臓
の
こ
と
を
や

っ
て
い
る
ら
し
い
と
高
本
研
を
希
望
し

た
の
が
い
れ
ら
れ
、
研
究
室
に
入
り
ま

し
た
。
数
人
の
先
生
方
が
培
養
を
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
培
養
室
や
器
具
が

今
日
の
よ
う
に
改
良
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
培
養
技
術
に
つ
い
て
も
東
大
医
科

研
勝
田
研
方
式
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

ま
ず
掃
除
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、

研
究
室
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
の

に
は
あ
き
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

器
具
の
洗
縦
、
乾
減
は
も
ち
ろ
ん
、

ネ
ズ
ミ
の
床
か
え
か
ら
、
よ
ご
れ
た
オ

ガ
ク
ズ
を
リ
ヤ
カ
ー
に
つ
ん
で
構
内
の

外
れ
の
焼
却
炉
ま
で
も
や
し
に
行
っ
た

り
、
食
肉
工
場
に
牛
胎
児
血
清
を
も
ら

い
に
い
っ
た
り
の
毎
日
で
し
た
。
や
っ

と
培
養
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

当
時
は
特
殊
な
組
成
の
培
地
は
買
う
こ

と
が
で
き
ず
ア
ミ
ノ
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
を

一
つ
ず
つ
天
秤
で
測
っ
て
溶
い
て
つ
く

り
ま
し
た
の
で
、
順
序
を
ま
ち
が
え
る

と
混
濁
し
た
の
し
ま
す
し
、
緊
張
し
た

も
の
で
し
た
。
無
菌
フ
ー
ド
は
普
及
し

て
お
ら
ず
、
帽
子
、
マ
ス
ク
、
術
衣
に

身
を
か
た
め
、
ひ
た
す
ら
風
を
た
て
な

い
よ
う
に
す
る
他
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
雑
菌
が
入
ら
な
い
よ
う
無
菌
操

作
を
き
た
わ
れ
ま
し
た
。
練
習
コ
ー
ス

で
は
抗
生
物
質
は
使
用
禁
止
で
し
た
の

で
、

日
が
か
り
で
つ
く
っ
て
漉
過
し

た
培
地
が
ニ
ー二日
し
て
ジ
ワ
ー
と
コ
ン

タ
ミ
し
た
り
し
ま
す
と
本
当
に
が
っ
か

り
し
ま
し
た
。
私
が
培
養
を
は
じ
め
て

二
、
三
年
し
て
フ
ー
ド
が
入
り
、
空
調

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
培

養
が
現
在
の
様
に
簡
単
に
な
る
以
前
の

や
り
方
を
習
っ
た
こ
と
は
、
以
後
の
私

の
実
験
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し

た
。
当
大
学
に
赴
任
し
て
、
二
カ
月
無

菌
室
に
入
ら
な
い
で
お
り
ま
す
と
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
。

以
後
閃
き
ｈ
ｒ
ｇ
く
研
で
移
植

の
研
究
に
参
加
、
五
十
五
年
よ
り
大
分

医
科
大
学
に
第
一回
卒
業
生
が
出
る
ま

で
の
四
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
医
科
大

学
の
創
設
期
に
、
病
院
の
開
院
な
ど
を

み
て
ま
い
り
、
要
求
す
る
立
場
か
ら
、

要
求
さ
れ
る
立
場
と
な
り
、
ま
た
大
学

を
組
織
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
が
で

き
、
紛
争
以
来
大
学
に
対
し
て
も
ち
つ

づ
け
て
き
た
想
い
が
断
ち
切
れ
た
気
が

し
ま
す
。
随
分
と
廻
り
道
を
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
本
年
四
月
よ
り
一内
科

に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
設
大
学

が
十
年
た
て
ば
、
ど
の
様
に
変
っ
て
い

く
も
の
か
興
味
を
も
っ
て
眺
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

内
科
学
第
二
講
師

　　　　

十丸
田
【
山瓜
ふ大

　

地
元
福
岡
で
山
笠
が
あ
る
博
多
区
千

代
町
の
出
身
で
す
。
私
自
身
大
学
の
三

年
位
ま
で
は
、
実
際
に
山
笠
を
か
い
て

い
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
当
時
学
生
だ
っ
た
私
は
、
循
環
器

内
科
の
臨
床
講
義
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
講
師
は
長
靴
を
は
い
た
今
風
窓
言

う
と
、
駄
さ
い
お
じ
さ
ん
で
し
た
。
よ

も
や
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
そ
の
お
じ
さ

ん
に
よ
り
自
分
の

生
を
左
右
さ
れ
る

と
は
恐
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

と
で
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
雨

の
中
を
水
田
と
池
の
七
隈
に
建
設
中
で

あ
っ
た
福
岡
大
学
病
院
を
視
察
に
行
く

た
め
の
荒
川
教
授
の
十
数
年
前
の
正
装

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
五
十
四
年
、
九
州
大
学
卒
業
後

直
ち
に
福
岡
大
学
医
学
部
内
科
第
二
荒

川
教
室
へ
入
局
し
ま
し
た
。
一年
間

六
階
東
病
棟
に
て
、臨
床
研
修
を
行
い
、

引
き
つ
づ
い
て
現
在
生
化
学
１
の
松
岡

教
授
の
も
と
で
生
化
学
研
究
方
法
を
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
再
び

内
科
第
二
へ
も
ど
り
、
現
在
に
到
っ
て

い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
ま
ず
第

に
は
椎
名
誠
風

に
言
い
ま
す
と
、
〃何
が
な
く
と
も
酒

・酒
・酒
：ー
″
で
す
。
こ
の
場
合
の

酒
は
日
本
酒
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

ア
ル
コ
ー
ル
類

切
の
こ
と
で
す
。
特

に
気
の
あ
っ
た
友
人
、
尊
敬
で
き
る
先

輩
、
可
愛
い
後
輩
と
あ
く
る
日
の
仕
事

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
朝
は
二

日
酔
で
死
に
そ
う
な
状
態
な
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
体
力
と
気
力
に
ま
か
せ
て

無
茶
酒
を
飲
む
の
が
好
き
で
す
。
そ
の

次
に
は
、
自
分
で
は
美
人
と
思
い
込
ん

で
い
る
女
房
と
野
、
山
、
海
、
川
で
遊

ぶ
こ
と
で
す
。
私
の
こ
の
趣
味
に
は
必

ず
収
穫
が
つ
き
ま
す
。
春
は
わ
ら
び
、

ぜ
ん
ま
い
、
う
ど
、
夏
は
サ
ワ
ガ
ニ
、

ア
ゲ
マ
キ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
秋
は
山
い

も
、
あ
げ
び
、
冬
は
ツ
グ
ミ
、
ス
ズ
メ

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

つ
い
で
に
、
付
け
加
え
ま
す
と
プ
ロ

野
球
で
は
広
島
カ
ー
ブ
と
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
地
球
を
東
廻
り
、
西
廻
り
を
し
ま
す

と
両
球
団
が
一番
近
い
か
ら
で
す
。

　

話
の
順
序
が
逆
に
な
り
ま
し
た
が
仕

事
の
方
は
、
現
在
、
荒
川
教
授
ご
指

導
の
も
と
で
高
血
圧
の
分
野
特
に
血

圧
、
血
流
調
節
の
生
化
学
的
機
構
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
な
お
本
年
四
月
よ
り
は
、
足

り
な
か
っ
た
臨
床
修
練
を
補
う
意
味
で

六
階
東
病
棟
医
長
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

外
科
学
第
二
講
師

　　　　

筒
井

　

正
好

昭
和
四
十
八
年
九
大
医
学
部
卒
業

後
、
九
大
二
外
科
・九
大
麻
酔
科
で
各

年
間
研
修
、
三
年
目
か
ら
福
大
二
外

科
勤
務
。
福
大
に
移
っ
て
か
ら
は
、
筑

豊
病
院
に
一年
半
、
福
大
一病
理
に
二

年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に
な
っ・た
。

福
大
二
外
科
は
消
化
器
外
科
と
呼
吸
器

外
科
が
あ
り
、
両
疾
患
系
に
つ
い
て
外

科
的
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
非

常
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

九
大
に
残
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
九

大
二
外
科
で
は
卒
業
後
三
年
目
か
ら
各

疾
患
別
に
分
れ
て
、
研
究
お
よ
び
臨
床

面
で
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
（よ
う
で
あ
っＦた
）
こ
と
と
、
ど
う

も
呼
吸
器
外
科
グ
ル
ー
プ
に
な
り
そ
う

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

福
大
に
移
っ
て
み
る
と
、
呼
吸
器
外
科

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
ガ
ッ
ク
リ
し
た
こ
を
覚
え
て
る
。
自

分
の
希
望
と
し
て
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
く
、
一般
外

科
医
（何
で
も
こ
な
す
外
科
医
）
に
な

り
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
当
時
は
福
大

病
院
開
院
後
ま
も
な
い
頃
で
医
師
数
も

少
な
か
っ”た
こ
と
が
幸
い
し
て
、
消
化

器
、
呼
吸
器
と
も
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
や
や
呼
吸
器
の
比
重
が
高
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
そ
の
結
果
、
ど
ち
ら
と

も
つ
か
な
い
中
途
半
端
な
研
修
に
な
っ，

た
と
い
う
意
見
も
あ
る
谷
・）
が
、
自

分
で
は
満
足
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
一般
外
科
医
の
道
を
進
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
が
要
求
さ
れ
る
大
学
に
は
あ

ま
り
向
い
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
状
を
み
る
と
、
教
室
の

白
日
助
教
授
が
本
年
度
カ
ナ
ダ
に
留
学

さ
れ
、
呼
吸
器
外
科
の
後
任
も
な
い
よ

う
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
呼
吸
器
外
科

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
道
を
歩
か
ざ
る

を
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

広
田
、
白
日
両
先
生
の
ご
指
導
の
お

か
げ
で
、
呼
吸
器
外
科
の
知
識
は
多
少

は
あ
る
が
、
外
科
医
と
し
て
ほ
と
ん
ど

無
名
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
学
病

院
の
呼
吸
器
外
科
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
な
れ

る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
の
努
力
は
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。

　

大
学
医
学
部
の
使
命
は
、
教
育
、
研

究
、
臨
床
で
あ
ろ
う
。
教
育
面
で
は
、

私
学
で
あ
る
福
大
は
国
試
の
合
格
率
で

評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
従
｛；
≠＼

本
意
で
は
な
い
が
、
国
試
用
の
教
育
が

中
心
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
研
究
お
よ
び
臨
床
面
で
は
、
呼
吸

器
外
科
で
現
在
最
も
問
題
な
の
は
肺
癌

で
あ
り
、
肺
癌
の
予
後
向
上
の
た
め
に

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
肺
癌
の

予
後
は
不
良
で
あ
る
。
そ
れ
は
発
見
さ

れ
た
時
点
で
、
す
で
に
進
行
癌
が
多
い

こ
と
が
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
進
行
癌
の
な
か
で
も
、
と
く
に
近
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ノ
　
　

　　

　

　
第

　

９

　

号 福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス 昭和５９年８月１日

　　　　　　　　　　　　　

識簿隷”潤湖澱醐欄澱灘欄灘澱婚縄激綱欄澱欄

　

　
　

　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　

　　　　　　　

　

　　

　

　　　

　 　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　　

　　

　

　
　

　　

　　

　　　

　　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　　　
　
　

　

　　　　　　　　　　　

　　
　

　
　
　
　　

　

　　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　
　

　　

　

　

　

　　　　

　　
　

　　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　

　　

灘

・
，．
一
穐灘
遁
璽
増

額
醐憂

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　

＊０

　　　

…お＋

　

て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

き

　　　　　　

　
　

　
　

　

　

　

　
　　

　　　　　　　　　

　

　

　
　

　

　　

　
　　
　
　
　
　
　　

　　
　

　　　　

　
　　
　
　
　
　
　　　
　

　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　　　
　
　

　

　　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
あ
れ
こ
れ
買
い
込
ん
だ
挙
句
、
２

も
仕
事
に
道
楽
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

　

い
ま
す
。
現
在
で
も
都
市
部
で
は
勤
務

　

ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
バ
リ
バ
リ
、
ズ
ド
ー
ン
と

ャ
０ー．
八
十
Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－３
ケ
月
で
キ
ャ
ン
パ
ス
十
枚
も
か
い
た
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　

医
、
開
業
医
と
も
に
す
で
に
飽
和
状
態
雷
が
な
り
だ
し
ま
す
。
地
震
、
雷
、
火
－○
「・
五
十
七
－



、

　

ノ
　
　

　　

　

　　第

　

９

　

号 福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス 昭和５９年８月１日

　

姿

州
畿
ぶ
淋
Ｎ
＊
ぷ
慧
ぶ
Ｎ
ぷ
飛
ぶ
Ｎ
慧
無
Ｎ
氷
ミ
慧
ぶ
Ｎ
ぷ
Ｎ
飛
Ｎ

Ｎ
＊
が

　　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
所
見
の
意
義
（門
脈
所
見
か
ら
み
た
手

げ扉
のこ
のご

　　　　　　　　　

「

　

研
究
業
績
「肺
癌
細
胞
膜
上
の
自
己

　

②
小
児
科
学
に
て
講
演

　　

↓
ｏけ
ｏ

　　　　　　　　　　　　　　

②
第
一回
日
台
骨
関
節
バ
イ
オ
メ
カ
シ

　

▽
大
塚
貞
光
（外
科
学
第
二
）
①
わ
が

　

旧

％

ｒせ
、

ミ
ー

　

ぎ

　

ー
÷

　

彰

　

藁
袈
ぜ

き
習
鍔
の
撫
奮

びに養
との樫

」

叢
霧
（藻
馨

）

　

餐

掌

につぃて解
」

　

警
号
８
亘
夢

ａ

　

（
学

術
交

流
）

ンポジウム磐
覆
馨

班
．，

曝
蓬
峨恩
義
蓬
激府め

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　

　　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　

　

吻
ぷ
飛
ぶ
Ｎ
無
Ｎ
飛
Ｎ
飛
ぶ
飛
＊
Ｎ
慧
ぷ
飛
Ｎ
ぶ
淋
飛
ぶ
飛
獣
欝
慧
ぶ
飛
紙
ぷ
淋
ぷ
飛
湧

　　　

中
島
与
志
行
（内
科
学
第
二
）

　　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
八
年
十
一月
十
六
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

団
法
人
高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
か
ら
表

せ
ｏ［のき
鯖
冴

　

③
５９
．３
，
２２

　　　

昭
和
五
十
八
年
十
月
以
降
の
海
外
留

　

金
岡

　

毅
（産
科
婦
人
科
学
）
①
イ

▽
白
日
高
歩
（外
科
学
第
二
）
①
結
核

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

十
一月
十
六
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

学
位
論
文
「閉
塞
性
腎
障
害
に
関
す
彰
を
受
け
る
（東
京
都
港
区
・国
際
文

　

扇
鯵Ｈ的
の“

　

力
ｏｄ
①”［８
ロ

　

①
ス

　

学
又
は
海
外
出
張
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り

ン
ド
②
第
三
回
ア
ジ
ア
・オ
セ
ア
ニ
ア

　

「リ
ン
パ
節
結
核
」
（分
担
）
②
医

　
　
　
　

　

　
　　
　

　　

　
　
　

　

　
　

　
　
　

　

　　

　　

　
　

　
　

　
　
　
　

　

　　

　
　
　

　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

￥

．・

。
“
．，
，
。
。
。

．
・
．
・

．
．
・

．

．
（．
．
・

科学）

　　　

－弐肌…）
欄獅空爆脚糟縄酬嬢嗣鰹揮陣隈部

　

海咋Ｍ外
留ー概字

　　　　　　　

．
辰
“
（．
“
．
“
）
。

欄賊鱗
哩好
泌
聾堆
端禰諸
賢
謡
譲震
艦
艇
究年謎
細
鼎
談
厩
舎
璽
壁
時
護
鑑
錘
濯
掲賓
新
刊
紹
介
）
鱒
瀞
端
璽

三月二汁舞日清で医学博士還幸
・環送り麹度「鰯講一一鴇度嵯峨諸
壕｝
執細治当｛鯛鼎学雛に
ｉし三
三現に計梱証鮒艶雌畔憎鴎蝦砦お
蝿理◎跡巧み蹴ら”諦茂迦噴荷獅
坪郷峨耽湛粛峨麟禰帥昧帆綱畔賭
，”ココ

０Ｄｉを
ココＤｉｑ

　

雌冊血旧嚇僅鉱桃吋‘研究④５９
，
輔鰭繍
②発行所
③発行年

マ鰐詠鯖概非へ綬料学ＪＰ析臨未恨

　　　　　　
　　
　　
　
　　
　
　　　
　　　　
　　
　
　
　
　　
　
　
　　　　
　
　　　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　　
　　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

　
　
　

　　　　

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
立
論
文

　

壱^

　

．
．

　　

．Ｑ
－

　

８
白
け
日
の
Ｑ
け
鰯
ｇ
ｎ
け
の
日
Ｒ
巴

　　

にモ調
大
学
こ
提
壮
。
召
ロ
コ

　

し
｛

　　

学
ヱ
論
文
房
生

っ
喜
道
内
投
与

　

変
っ
成
獣
。
よ
び
台
子
モ
レ
モ
ッ
ト
濯

ま
つ
き
っ
と
お
り
①
所
園
の
目
ド
③
来

　

く
ロ
ロ
ヤ
のロ
的
ロ
ロ
閃
日
的

　　　

４
・
１

６
・
３

　

３

　　　　　　

④
価
格

　　　　　　　　　　

▽
大
庭
健
戸
（１
慕
学
）
①
新
臨
未

　　　　　　　　　　　

ｏ
ロ
麹
－

　

－お
け
［
か
ｐ
Ｒ
の葛
ｎｑ
ｏｂ

　　　　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

に
関
す
る
実
験
的
研
究
」

　　　　　

流
肝
の
代
謝
に
つ
い
て
」

　　　　　

訪
日

　　　　　　　　　　　

①
℃
「ｏ冷
めのｏ「ー

　

じ
き
お
８
ロ
ｏー

　

野
原

　

薫
（小
児
科
学
）
①
ス
ウ
ェ

　

▽
菊
池
昌
弘
（病
理
学
第
一）
①
外
科

　

科
全
書
８
Ａ
（分
担
）
「網
膜
疾
患

ｏ
べ囚
ｐ
ｂ
貫
ｇ
Ｂ
ｂ
ｏ
－
；
の
か
Ａ
べ
，
白
谷
「ｏ
のｎ
ｏ
ｂ
行

の
き
ロ
く
・
，

　　　

学
位
論
文

Ｒｏ
ｏ三
貫
日
舞
８
口

　　

葉

　

山
泉
（整
形
外
科
学
）

　　　　

吉
武
英
憲
（産
科
婦
人
科
学
）

　　　

目
ｏＨ勉跨
げ
艦－
呂
ｐ
う
ｏ
ｐ
ｎゴ

　　

２
の
こ
「ｏ
①
Ｑ
Ｂ
さ
的
｛
－
○
のけ
ｐコ
，
ー
デ
ン
②
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
③
人

　

病
理
学
（分
担
）
②
文
光
堂
③
５９
④

　

１
」②
金
原
出
版
③
５９
・２
④
三
０
、

の口
巴

８
「“①ｘ
ｇ
げけ
の

　

Ｂ
ｏｂ
，

　

三
井
徹
次
（病
理
学
第
二

　　　

ｏー

　

Ｑ
＃
のｎげ

　

鑓日
的
８
［のロ
の一５

　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

①
イ
ス
ラ
エ
ル
、
テ
ル
・
ア
ビ
ブ
大
学

　

Ｂ
ｏｂ
［

　

ｏ－

　

力
難Ｑ
８
８
囚
く
－

　　

エ
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
（肺
表
面
活
性

　

一国
、
０
０
０
円

　　　　　　　

０
０
０
円

閃
①く
；

　　　　　　　　　　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

ーｇ
Ｂ
ｇ
Ｂ
口
げ
く
閃
巴
－冥
のき
；
三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
医
学
部
助
教
授
②
内
科
学
第
二
に
て
、

一
け
の
ｇ
ｏ
ロロ
げ
の
き
巴
の
ｎゴ
ｏｏ－
物
質
）
の
研
究
④
５９
・
４
・
１

５９
・

▽
八
尾
恒
良
（内
科
学
第
）
①
内
科

　

▽
調

　

重
昭
（耳
鼻
咽
喉
科
学
）
①
今

　

外
薗
恵
介
（解
剖
学
第
二
）

　　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

清
永

　

明
（内
科
学
第
二
）

　　　

学
位
論
文
「肩
鵬
盤
損
傷
と
骨
軟
部

　

学
位
論
文
「ヒ
ト
虫
重
リ
ン
パ
小
節

心
室
細
動
の
電
気
生
理
学
的
研
究
⑨
瀬
．
Ｑ－
ｇ
①
Ｐ
答
旨
の
ｏ
－
旨
①
ｏ
洋
縦
１０
・
１

　　　　　　　　　　

学
（分
担
）
腸
結
核
、
小
腸
願
癌
⑨

　

日
の
治
療
指
針
（分
担
）
術
後
性
頼

　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

学
位
論
文
三
ｚ
ｏＰ
Ｈ
ＨＯ
Ｑ的
西
口－ば

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年
腫
癌
に
対
す
る
Ｃ
Ｔ
の
利
用
価
値
に
つ
の
立
体
構
造
に
つ
い
て
」

　　　　　　　　　　　　　　

ｄ
ｂ
さ
◎【の＃
い、
ｏ一
２
のミ
ベ
ｏべ閃

　　

楕ー燭
姐
拝
州
国
鶏
凧

　　　　

朝
倉
書
店
③
湾
④
二
０
、
０
０
０
円

　

部
嚢
願
②
医
学
書
院
⑥
５９

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
－く
白
け
け
ｏＢ
か

　

旨

　

ｂ
ｏ「誓
－

　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

い
て
の
臨
床
的
検
索
」

　　　　　　

松
岡

　

功
（産
科
婦
人
科
学
）

　　　

力
０ー
目
０ロ
ロ
ーヨ
的
ゅ”
①
メ
ニ
ン

　

②
講
演

　

．６
↓
袷
鑑
こ
のめ
ｏ－

　　　　　　　　　　　　　　　

▽
八
尾
恒
良
（内
科
学
第
一）
①
新
臨

　

▽
坂
本
公
孝
（泌
尿
器
科
学
）
①
新
臨

　

学
位
論
文

　

の^
Ｓ
Ｐ
ロ
甘
ぬ

　

ＮＰ
Ｑ
ミ
の
のけ①
ロ

　

メ

こ
のゴ
ロ

　

ー亀
田
ロ
Ｑ

　

学
位
論
文

　

ｈ由
蛮
行
Ｅ

　

ｏ－

　　

城
戸
正
喜
（整
形
外
科
学
）

　　　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

ガ
ー
財
団
理
事
長
、
カ
ン
サ
ス
大
学
数

　

＜
がユ
６
この
ｇ
ｏ
ｏの
ｏ－

　

○
℃
○
＞

　

古
川
達
雄
（薬
理
学
）
①
ア
メ
リ
カ

　

床
内
科
学
（分
担
）
ク
ロ
ー
ン
病
、

　

床
泌
尿
器
科
全
書
７
Ｂ
（分
担
）
②

【琵
け
の
日
冴
のざ
ロ
の宿
賃
Ｈｏ
ｂ

　　

ｏ
ー
寿
げ
ｐ
ｂ
・

　　　　　　　　

難
の
さ
け
谷

ｏ
ｘ
の
Ｒ
房
の
［ゴ
①避
け

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
授
②
〆
ニ
ン
ガ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

　

≦
＃
ゴ
ｎ
ｏ
白
日
①
ロ
［の

　

ｏ
ｂ
洋
の

　

②
⑦
の巴
済

め
ｎ都
ｂ
ｏｏ
〉
Ｑく
行
ゅ，

　

非
特
異
性
腸
管
潰
癌
、
腸
結
核
②
医

　

金
原
出
版
③
５８
・
２
・２０
④
二
九
、

　

白
日
べ
ｏ
のｎｏ
ｂ
の
のき
Ａ
く
ｏ
－

　　

（ｏ
－言
行
ｏ
ｂ
鮎
守
弘
０噂
渚
巴

　　　

－ｏ

　

け
く
り
の「宿
ロ
の－≧
のめ

　

か
ｂ
ｏ

　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

学
位
論
文
口
ｏ口
金
①ロ
の＃
ぎ
の

　

催
の
た
め
③
５８
・口
・１５
き
５８
・
１１
・
℃
匝
罫
ｏ
的
の
は
①
＠房

な
ら
び
に
放
射

　

Ｈ℃
閃
ｏ巴
Ａ

　

８
ｏの豆
口
囚
出
席
③

　

学
書
院
③
５９
④
八
、
八
０
０
円

　　　

０
０
０
円

　

－
白
け
か
【答

く
①＠＠①房

　

旨

　　

の
［Ｆ
Ａ
葛
の

　

け
匝
のｏ
ｑ

　

ｏ
ｂ

　

ｇ
の

　

む
品
のＢ
Ｎ
「の
ロ
甘

ｇ
【さ
韓
～

　　

学
位
論
文
「全
人
工
肩
関
節
（連
結

－ぷ
巨
る
－－①９

　

鷲
かロ
の続
【ｏ「

　　

鴻

　　　　　　　　　　　　

線
医
学
教
室
、
脳
神
経
外
科
学
教
室
と
５

　

９
・
１
・
２５

５９
・器

　　　　　　

▽
荒
川
規
矩
男
（内
科
学
第
二
）
①
最

　

▽
金
岡

　

毅
（産
科
婦
人
科
学
）
①
麻

　

げけ
の
の
けお
口
答
ミ
ゴ
洋
の
け
こ
ぎ

　

一鄭
け
ｍｂ
のめｏ

　

ｎ］症
のめ黛
行
誓
お
ｂ

　　

高
良
由
貴
夫
（精
神
医
学
）

　　　

型
）
の
開
発
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
℃
国

ｐ
ｂ
ｏ

　

℃
ｎ
ｏ
Ｎ

　

のゅ
ロ
の
ｏ
べの
に

　

Ｐ
ユ
ゴ
＝
“
目
ｐ
ロ
ム
の－浮
輩
ロ
日

　

の
共
同
研
究
の
た
め
③
５９
・
４
・
１４

　

坂
口
正
剛
（内
科
学
第

）①
タ
イ
、

　

新
治
療
指
針
と
処
方
集
（分
担
）
大

　

酔
料
医
の
た
め
の
く
す
り
（分
担
）

　

ｏー
旨
の
ｇ
ｐｎｐｐ
こ
の
Ｂ
ｏｂ
閃
①『

　

ｏー
日
巴
お
口
か
誓
言
白
け
け
ｏＢ
巴

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

林

　

英
之
（服
科
学
）

　　　　

よ
る
胎
児
生
化
学
的
監
視
法
の
基
礎
的

①
〆
ニ
ン
ガ
ー
財
団
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
１

５

　

９
．
４
．
３０

　　　　　　　　　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
②
講
演
及
び
実
技
指
導

　

動
脈
炎
症
候
群
、
高
血
圧
症
、
低
血

　

②
新
興
交
易
医
書
出
版
部
③
５８
．１１

　

山
田
勝
士
（薬
理
学
）

　　　　　

王

　

幸
則
（病
理
学
第
二
）

　　　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年
実
験
的
研
究
」

　　　　　　　　

カ
ー
②
〆
ニ
ン
ガ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

』ｏゴ
ロ
一
切
ｏｄ
ｄ
めｏ

　　　　

③
５９
．
２
，
１６

５９
，２
．博

　　　　

圧
症
②
大
道
学
館
出
版
部
③
５９

　　　

１

　　　

０
④
二
、
八
○
○
円

　　

福
岡
大
学
に
提
出
ｏ
昭
和
五
十
八
年

　

福
岡
大
学
に
提
出
“ｏ
昭
和
五
十
八
年

　

学
位
論
文
「う
つ
病
の
遷
延
化
に
関
三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
憾
±
授
与
。

尚ー…謹屑正
紀
（健
康
管
理
学
）

　

開
催
の
た
め
⑥
鵜
・ロ
．１５
５８
・１１
①
の
ヒ
サーｗｏコ
、一
の
ｏｎｏ
。Ａ
縦の①Ｈ

　

向
野
義
人
（内
科
学
第
二
）
①
オ
ー
▽
荒
川
規
矩
男
（内
科
学
第
二
）
①
レ

▽
金
岡
毅
（産
科
婦
人
科
学
）
①

　

十
一月
十
六
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
十

月
十
六
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
す
る
研
究
」

　　　　　　　　　　

学
位
論
文
「硝
子
体
．
網
膜
抽
出
物

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

・
２０

　　　　　　　　　　　

力
の豊
丘
の三

　

国
鮎
ゴ
ロ
日
の目
・コ
コ

　

ス
ト
リ
ア
②
」名
ｏべ一伝

　

ｏ
ｏロ
㈹
「①＠＠

　

ニ
ン
．
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
抑
制

　

力
ｏｎｏ三

　

一
冠
口
Ｑの
旨

　

学
位
論
文

　　

‐^じ
＃
①会

　

のき
，

　

学
位
論
文
「腎
血
管
病
変
に
関
与
す

　

堀
田
博
明
（精
神
医
学
）

　　　　

の
ヒ
ト
眼
内
線
維
芽
細
胞
の
増
殖
に
及

　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

高
橋
哲
郎
①
カ
ー
ル
メ
ニ
ン
ガ
ー
精
ｑ
ロ
２
の
「の
洋
℃
②
米
国
外
科
レ
ジ
デ

　

ｏｂ

　

の
ｎ都
三
珠
行

　

ｂ
ｎこ
り
ロ
ロ
◇

　

の
基
礎
と
臨
床
（分
担
）
レ
ニ
ン
．

　

ャ
①べき
豊
ｏ一６
囚

（分
担
）
②

　

Ｑ
ｏｂ
ｎ
の

　

き
べ

　

甘
く
ｏ
一
の日
①は
［
る
胃
炎
お
よ
び
高
血
圧
の
影
響
１
１
若

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年
ぱ
す
影
響
」

　　　　　　　　　

学
位
論
文
「肥
満
に
関
す
る
研
究
ー

神
医
学
校
②
〆
ニ
ン
ガ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ン
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
環
と
し
て

　

き
「⑦

　

出
席
③
５８
．
１０
．
１７

５８
．

　

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
．
ア
ル
ド
ス
テ

　

２
ｇ
け
婁
豊
か

　

ャ
Ｆ
Ｅ
行
か
［８
ｂ

ｏ
－
Ｑ
ｏけ
旨

甘
聾
囚
－ｎ
ー号
旨
ｔ
年
令
で
の
電
顕
学
的
検
討
Ｆ
↑」

　　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

大
平
明
弘
鑓
科
学
）

　　　

と
く
に
職
域
集
団
に
お
け
る
肥
満
者

ッ
プ
開
催
の
た
め
③
淵
・ｎ
・帖
ぞ
５８

外
科
学
展
お
よ
び
内
視
鏡
の
研
修
③
節
．鴻

　　　　　　　　　　

ロ
ン
系
の
研
究
と
歴
史
②
ラ

フ
サ

　

ーｐ
ｎ・ｖｏ
ｐ巨
富

－－ｂ
ｏ
お

　

げざ
口

　

か口
Ｑ

　

ｎけ
ｏ－巨
費
囚
答

　

向
野
賢
治
（微
生
物
学
）

　　　　

学
位
論
文
「外
来
通
院
治
療
か
ら
み

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

の
実
態
と
、
肥
満
教
室
に
よ
る
対
策
に

・
１１
・
２０

　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　

小
田
禎
一
（小
児
科
学
）
①
ア
メ
リ

　

イ
エ
ン
ス
社
③
５９
④
三
、
五
０
０
円

　

③
５８
．１２
．１６
④
＄
矯

　

ｐ
Ｒ
き
かげざ
日
甘

く鑓
ミ
ロ
目
ね
；

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
八
年

　

た
精
神
分
裂
病
患
者
に
関
す
る
研
究
ー
三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。
関
し
て
ー
」

　　　　　　　　　　

２
０コ
ヨ
ロ
ロ
勲

　

名
１０ロ
峻

　

①
〆
二

　

の
鯨ぴ
ｏＨ

　

切
Ｈｏｏ器
Ｈ

　

①
ロ
ロ
ロ
－

　

力
②
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
心
臓
血
管

　

▽
吉
田

　

稔
（内
科
学
第
二
）
①
呼
吸

　

▽
金
岡

　

毅
（産
科
婦
人
科
学
）
①
新

　　

徳
永
恒
夫
（薬
理
学
）

　　　　

＋
一月
十
六
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

特
に
適
応
水
準
と
外
来
治
療
形
態
に
つ

　

学
位
論
文
灸一
言

　

Ａ
冴
［「き
こ
．

　　　　　　

も

　　　　　　

ン
ガ
ー
財
団
教
育
部
長
、
カ
ー
ル
メ
ニ

　

囚ｐ
Ｈ『
口
聾
ｏｇ
ｏ
ｏ
柚
２
か［ぢ
－

　

研
究
所
二
十
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　

器
疾
患
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
（分
担
）

　

小
児
医
学
大
系
、
８
Ｃ
、
（分
担
）

三隅訓杖畔跡機軸醍醐獅鮪掛軸筆チ輝雄鷺或ト煉暁織謝凪蹴叢徽阪
剛胆敏
（放
射
線
医
学
）

縦謎一戦鋤瞳彪－一昭鼓瀞園
（
十島ス

　

営貝ハ十）
勃勘狛網棚顎畔脚い｛功刀野獣状
蝿瀞も総岬三－鮭静熱鰻畑磯て“講
欄繍圃細鋼脚恥細れ悌か細掛引
瞬川畑雌銅略．・．．・“
冊滋帆学期電一柳伽曙膿．

，

　　

学
位
論
文
「Ｐ
ｂ
ね
ぢ
［ｏｂ
の甘
口

　

研
究
」

　　　　　　　　　　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
ト
九
年

　

貫

け
こ
Ｂ
鄭ロ

　

のく
のび
巴
－＝
ｂ
ロ

　　

岡
田
秀
親
（微
生
物
学
）

　　　

プ
開
催
の
た
め
③
５８
・
１１
・
１５

５８
・
演
後
、
眼
科
学
教
室
に
て
手
術
見
学
⑥

藤
州
②
第
三
回
日
韓
合
同
皮
膚
科
会
議

　

▽
吉
田

　

稔
（内
科
学
第
二
）
①
内
科

　

▽
井
上
幹
夫
（健
康
管
理
学
）
①
腸
疾

　

の
中
枢
性
血
圧
上
昇
作
用
に
対
す
る

　

池
田
正
春
（内
科
学
第
二
）

　　　

三
月
二
十
四
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

－日
目
に
ｂ
ｏｂ
の「ｏｘ
拭
かのの
のき
Ｐく

　

昭
和
五
十
八
年
度
高
松
宮
妃
癌
研
究
１１
・
２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出
席
⑨
５８
・
１０
・
７

５８
・
１０
・
８

　　

学
（分
担
）
過
換
気
症
候
群
、
低
換

　

患
の
新
し
い
診
か
た
と
治
療
②
医
学

　

ぶ
口
「旨
の
－
ＬＰ日
甘
ｏび
に
［言
行

　　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

　

学
位
論
文
「肝
癌
の
血
管
造
影
門
脈

　

ｏ－
℃
か
か
比
ぢ

の日
け
豊
三

　　

基
金
研
究
助
成
金

　　　　　　　　

山
田

　

徹
①
ア
イ
オ
ワ
大
学
神
経
科

　　　　　　　　　　　　　　　

束

　

義
孝
（放
射
線
医
学
）
①
チ
リ

　

気
症
候
群
②
朝
倉
書
店
③
５９
④
二

書
院
③
５８
．４
④
二
○
、
０
０
０
円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②
超
音
波
診
断
の
指
導
③
５８
・
１１
・
７

　

０
、
０
０
０
円

　　　　　　　

▽
井
上
幹
夫
（健
康
管
理
学
）
①
潰
癌

　　　　　　　　　　　　　

鵬

ｍ
強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽
広
木
忠
行
（内
科
学
第
．ご
①
今
日

　

性
大
腸
炎
（分
担
）
②
南
江
堂
③
識

　　　　　

　

　

　
　

　　　

｝
ー＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０
ｏ
ｂ
凶
窃
の

　

〉
△く
かロ
８
の
甘

　

▽
中
島
与
志
行
（内
科
学
第
二
）
①
レ

　

　

　

　　　

－［
１
１

　　　　　　

億

　

坪

③

　　　

ｅ

　　　　

ｏ

　

ｌ

　　　

＝

　　　　　　　　

”
γ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出
席
③
５８
・
１０
・
服

５８
・
１１
・
８

　　

サ
イ
エ
ン
ス
社
③
灘
④
三
、
五
〇
〇

　

池
の
手
前
よ
り
み
た
医
学
部
は
、
研

　　　

Ｔムーメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

誹

　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

究
棟
別
館
や
Ｒ
Ｉ
研
究
棟
が
増
設
さ
れ

　

　　

　　　　　　

　

　

ず

　　　　　　　　　　

ｈ

　

己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；

　　　　　　　　　　

邑

ｏｂ
巴

の
ｏａ
賃
喜

べ

　　

５

　　

９

　　　　　　

報
セ
ン
ネ

の
建
物
が
議

し
、
現
在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○
錠
の
か
の①
ｏー

　

げけ
の

　

固
めｏｂコ
か‐
▽
小
田
禎
一
（小
児
医
学
）
①
新
生
児
移
転
が
進
め
ら
れ
、
充
実
し
た
形
で
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぞ
５８
・
１１
・
８

　　　

～
・

　　　　　　

、
．

　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

尉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

：
－

　　

－

　

－

　　　　　

を
現
わ
し
・
現
在
内
部
工
事
が
進
め
ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
脳
神
経
外
科

　

①
皮
膚
科
臨
床
医
の
た
め
の
浅
在
性

医
学
部
の
外
面
お
よ
び
内
面
で
の
充
実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利

　　　　　

林
”

　　　

リ

　　　　　　　　

夏

　　　　　　　

福

　　　　　　　

金

　　　　　

‐

　　　　　　　

５

　　　　　　　　　　　　

‐学
会
出
席
⑥
５８
．
ｎ
．２０

５８
．１１
．２６

　

真
菌
症
②
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　

は
、
長
期
展
望
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高
岸
直
人
（整
形
外
科
学


